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ンザル Mc(雄若1).アカゲザル Mm (雄若2.雌若
1)およびカニクイザル Mi(雄若2)の計9例につき
観察した結果,次の成按が得られた｡
1. Macacaの皮膚裂線は細部について検討すれば,
個体差ならびに確聞差が認められ,いわゆる Macaca
の正本炎線を規定するのは難しい｡しかし,凡その裂緑
系を整理すると,昇背部には横位裂線がみられ,左右の
限部は大きく因まれるように緊張し,また前頭部から頭
頂･後頭部へと次節に縦位裂線を示し,頼布や下顎から
の裂繰と共に頚の裂線に移行する｡鎖骨部から前胸部ま
でははば杭位を示すが,腹部は縦位となる｡肩甲部は外
後方に向う斜位ないし弧状裂線を示すが,狩部から尾に
かけてはば横位となる｡殿部では尾根に中心をもつ不正
類円状裂線を示す｡尻ダコ部の裂紋は旺門の放散性裂組
または会陰の縦位裂線に影響され,かなりの変異を示
す.休肢はほぼ肢瑞に向って緊張する｡
2.以上の裂線系のうち.頭部から前胸部ないし肩甲
部までの裂線は Macaca碇間で類似性が高く,またヒ
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